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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

近年，携帯型音楽再生機が広く普及し始め，

ユーザの音楽的欲求を満たすための音楽配信サ

イトなども多く見られるようになった．そのた

め現在，音楽検索･推薦技術の需要が非常に高ま

り，ユーザの音楽的嗜好に対応させた技術に対

する研究が盛んになっている． 

既存のコンテンツベースの音楽検索システム

の多くは，システムに対する検索要求として単

一クエリが用いられている．文献[1]ではユーザ

の嗜好に対応するために，複数楽曲の音楽特徴

量をひとつに合成することでユーザ嗜好に適応

させた音楽検索が提案されている． 

しかし，ユーザの複雑多様な嗜好を音楽検索

に適応させる場合，単一クエリによって表現す

るよりも，複数のクエリを用いて表現する方が

自然である．そこで本稿ではユーザの複雑な音

楽的嗜好を音楽検索システムに対応させるため

のひとつの手段として，クエリを複数個用いる

ことを考え，各クエリに対する検索結果を統合，

提示する方法について提案し，評価を行う． 

2.2.2.2. 従来従来従来従来のののの検索結果統合手法検索結果統合手法検索結果統合手法検索結果統合手法    

複数クエリを用いてユーザ嗜好を表現する場

合，各クエリに対する検索結果をそれぞれ独立

させて表示させる方法がある．しかし，小型の

端末などでは表示装置の制限などから，独立し

た検索結果を表示すると，ユーザの負担が増加

してしまう．そこで複数クエリによる検索結果

を統合する方法が必要になる． 

複数クエリによる検索結果を統合する手法に

おいて音楽検索に適用可能な手法を以下に記述

する． 

(1) 各クエリから得られた結果を一定の決めら

れた割合で上位楽曲を抽出し統合する方法

(RM 法) 

(2) 複数の検索結果のスコアをそのまま利用し

統合する Raw Score 法(RS 法)[2] 

(3) 検索結果毎に，各検索結果のスコアを，ス

コアの平均結果の値との差へと変換し統合

する Weighted Merge 法(WM 法)[2] 

 本稿では，上記 3 手法を比較対象として実験

を行った． 

 

 

 

3.3.3.3. 問題点問題点問題点問題点    

RM 法による検索結果の統合では検索空間内に

おいて検索対象楽曲の分布に偏りがあると，ス

コアの低い楽曲が検索結果として提示されるこ

とがある．RM 法では各検索結果に対して統合す

る割合が事前に決められているため，クエリに

対する楽曲分布に柔軟に対応することができな

い．RS 法においても楽曲分布の偏りに起因して，

あるクエリによる検索結果のスコア平均値が他

のクエリによる検索結果よりも高くなることが

あり，ある特定のクエリに由来する楽曲が統合

した検索結果の大半を占める可能性がある．そ

の結果，クエリを複数個用意する優位性が失わ

れてしまう．また WM 法では、各検索結果におけ

るスコア平均値との差を用いてスコア算出を行

うことで，クエリに対する楽曲分布の違いを考

慮に入れることができるが，全体平均を用いて

いるためクエリ付近の密度に対する効果が薄れ

てしまうことが挙げられる． 

4.4.4.4. 検索結果統合手法検索結果統合手法検索結果統合手法検索結果統合手法    

前述した問題を解決するために，WM 法を各ク

エリによる検索結果の上位楽曲のみに対応させ

た手法を提案する．本手法では，クエリにより

近い領域のみに対して WM 法を適用させることで，

従来の WM 法よりもクエリ付近の楽曲分布の密度

変化に対応させることができると考えられる． 

まず N 個のクエリに対して，それぞれ類似度

上位 n楽曲を統合後の検索結果候補とし，その

各クエリに対する候補楽曲の平均値を利用して

WM 法を適用し(1)式によってスコアを計算する．  
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(1)式において， qはクエリ， jL はクエリに対応

する候補楽曲， ),( jLqSim はクエリと候補楽曲

のコサイン類似度とする．(1)式を用いることで，

クエリ付近の密度の差によるコサイン類似度の

偏りを解消することができる．また得られた全

てのスコアを比較，統合して上位 n楽曲を統合

後の検索結果として提示する． 

5.5.5.5. 評価実験評価実験評価実験評価実験    

5.15.15.15.1 実験実験実験実験データデータデータデータ    

本実験では文献[3]にて用いられている CD 音

源から収集した楽曲データ 6863 曲及び，ユーザ

12 名における楽曲評価データを用いた． 
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5.25.25.25.2 実験方法実験方法実験方法実験方法    

 事前準備として，文献[3]に基づき，特徴空間

を再構築させ，全楽曲のベクトル化を行う．こ

の結果を用いて，RS 法，WM 法，RM 法，提案手法

の 4 つの手法を用いて，実際の利用環境に基づ

き，検索結果として提示された楽曲がどのクエ

リに由来しているか調査した．各クエリ統合後

の提示楽曲数を 100=n とし，ユーザ毎の楽曲ク

エリ分布の分散値を求めた．ここで，RM 法にお

いては各検索結果の上位 10 曲を用いて統合した．

また同様に検索精度比較も行った．クエリとし

てユーザ毎にユーザ評価値が高い(好きな)楽曲

をランダムに 10 曲( 10=N )選択し 5 セット用

意した．本実験では，統合検索結果において楽

曲が重複してしまう可能性があるが，順位のよ

り高い楽曲を保持し，それ以外の重複分を削除

した繰上げ順位を用いる．尚，検索結果の分布

調査においても，各楽曲は最も類似度の高いク

エリに属しているものとした． 

5.35.35.35.3 実験結果実験結果実験結果実験結果    

5.3.15.3.15.3.15.3.1 検索結果検索結果検索結果検索結果ののののクエリクエリクエリクエリ分布調査結果分布調査結果分布調査結果分布調査結果    

 各手法による統合検索結果における楽曲クエ

リ分布に対する分散値の度数分布を図 1 に示す．

ここでは分散値が低い程，各クエリから均等に

楽曲が選ばれていることになる． 

図 1 からも明らかな様に，RS 法，WM 法に比べ

提案手法は各検索結果から楽曲を均等に抽出し

統合することができる．また，この結果から RS

法においては，各クエリ周辺の楽曲密度の偏り

によって楽曲クエリ分布に偏りが生じることが

判明し，提案手法によって楽曲クエリ分布の偏

りを解消できることが示された．また，WM 法で

は全体平均に対する各検索結果の上位楽曲のス

コアの差が大きい場合，逆に楽曲クエリ分布に

偏りを生じさせてしまうことが明らかになった． 
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図 1．検索結果における楽曲クエリ分布 

5.3.25.3.25.3.25.3.2 検検検検索精度比較結果索精度比較結果索精度比較結果索精度比較結果 

検索精度比較実験では，統合した検索結果上

位 n内に好きな楽曲が出現する頻度を以下の式

に基づいて求めた． 

試聴楽曲数

好き楽曲数
=RATIO  (2) 

各手法における，各ユーザの検索精度の平均

値を表 1 に示す．表 1 によると，提案手法が最

も精度が高い結果となった．これは，RS 法，WM

法においては楽曲クエリ分布に偏りが生じてし

まい，結果としてクエリを複数個用意する利点

が失われたことが起因している．このことは RM

法の精度が前記 2 つの手法よりも精度が高いこ

とからも伺える．しかし，問題点にも記述した

様に RM 法における統合検索結果の中には類似度

の低い楽曲も存在していた．本来，クエリに対

して類似度が低い楽曲は単一クエリによる検索

では結果として提示されない．これは，類似度

が低い楽曲はクエリとは異なる，という前提が

あるためである．提案手法では，このような楽

曲を検索結果から削除することができ，コサイ

ン類似度の尺度も考慮することができる．この

ことから提案手法では RM 法よりもユーザの嗜好

に適応した割合で検索結果を統合することがで

きたと言える． 

表 1．各手法における検索精度結果 

手法 RATIO  

RM 法 0.527  

RS 法 0.476  

WM 法 0.516  

提案手法 0.535  

6.6.6.6. まとめまとめまとめまとめ    

本稿ではユーザ嗜好に基づく音楽情報検索シ

ステムにおいて，複数の検索クエリを与えたと

きの検索結果統合手法について提案した．また，

評価実験から本手法の音楽情報検索に対する有

効性を示すことができた． 
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